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　　　　　　　　助川幡夫 ， 征矢嘉行 ， 熊坂高弘

　生物強定及び化学檢定か らみ て非妊時及 び妊娠時の 尿

申 Gonadotrephin の 性 格 を 吟 味 した．

　非妊時 ：幼若子宮重量法によれば月経周期に於 て はお

よ そ 排卵期に限局 して 著明な ピー
ク があ り， 閉経後 に 於

て は増量 した 状態 に 移行 す る ．CrQoke 法 に よ る 化 学 強

定では GA に つ い て の み こ の関係が あ る．果 して GA ，

GB は FSH ， 工 H を選顰的にそ れぞれ含むもの と考 え

て よい で あ ろ 弓か ？　 下 垂 体 剔 除 幼若 ラ ッ テ の メ ス 及 び

オ ス を用 い て こ の 点を吟味 した．非妊時の場合，GA は

殆どFSH ，
　 GB は 工H （ICSH ）作用 の み を現わ

し，Creoke 法は殆ど完全 に こ の 2 因子を分類 して い

る 。今 用 い た 生物検定法は Gonadotrophinの 卵胞刺 戟

に よつ て 産生 され る Estrogen 作用を 捕え る もの であ

る か ら，GB は特に増さな くと も Estrogen が GA の 景

に 並 行す る と考えれば ， 以 上 の 現象 を 理 解出来 る ．

　妊娠時 ： Z −A 法 ，
Friedman 法 に 似て 子宮重量 法

でも妊娠初期 に 急 ピーク が 存在し，そ の 後 は 分娩に至 る

ま で低値をつ 玄 けて動揺は 少い 。しか し， 化学檢定 に よ

る と妊娠初期 に は GA の 増 量 は軽度であ る が，申期，後

期に移る に つ れ て非妊時の一L限の 2 倍程度 に 達す る ．G

B は 非妊時 よ りは多少増 して い るが 大 きな 動 き を示 さな

い ．故 に 若 し妊娠1寺に於 て もGA ，　 GB が FSH ，工 H

（ICSH ）を選擇的 に 含むとすれば生物瞼定値 と
一

致

しな い ．そ こ で妊婦尿 の GA ，
　 GB を下垂体剔除 ラ ッ テ

で同様に 吟 昧 して み た．こ の 場合の GA は妊娠初期尿で

は FSH 作用を強く示 レ，　 LH （ICSH ）作用 も弱 く

み られるが ， 末期尿では FSH と LH （1 （）SH ）作用

は隧微であ る．GB は初期尿で は 比較的強い FSH 作用

を 有す る と と もに 弱い LH （ICSH ）作 用 も示 し， 末

期尿では殆 どLH （ICSH ）作用の み が認め られた ．

　こ の こ と は妊婦尿 中の Gonadotrophin は 非妊婦尿 中

の そ れ とは Crooke 法 に よ る ク ロ マ トに 関 す る 限り異 る

性格をもつ もの と考え ら れ ， 初期尿 中の GA ，　 GB 量 は

少い けれ ども ， そ の含む FSH 作用因子 の 和 が 大 き くな

る た め に，初期尿 の 生 物 強定値 が ピ
ー

ク を 示す も の と思

わ れ る．，

　な お胎盤中 に含まれ る Gonadotrephinにっ い て もそ

の 点を 吟味 して 綟告ず る ．

　7． 各種婦人科疾患に鷙ける尿 中 17・Ilydroxy −

eortieOster   ids （胎盤 β・Glucuronidase 応用に

よる）

　　　　　　　　　（東邦大） 赤須 文男，野 口昭二

　尿巾の 抱合型 Corticcidsを測定 す る際，尿 の 水解に は

犢脾 叉 は肝 よ り抽出した β
・Glucuronidaseが使用 さ れ

て い る．我 女 はさきに第30囘 口本内分泌学会総会で，人胎

盤 か ら抽出 し た S−G を 尿 中17−Hydroxycort 三costeroids

測定 に 使用 し滿足すべ き結果が 得られた の を 発表 した ．

胎盤 か ら の β
一G 力價 は 5500〜 ld°OOOu！m1 ，至適 蝉 は

5eO．至 適培養時間並 び に 温度 は 36時間 と3T℃ ， 至 適添加

量 は 3000u であ る の が 知 ら れ た （詳細 は 「医学 と生物

学」 44 ：233， 195T．赤 須 。野口論文參照），今囘 は こ れ・

を 應用 し ， 尿中綜工7−OH （total）及び遊離型 （free）を

P 。 rter −Silber 法 に よ り比色定量 し ， 婦人科領域に 於 い

て ， 今 な お 不明の 点 の 多 い 副腎皮質機能 の一
端を知 ろ う

と試み た．実驗対象はIE常成熟婦人 ・閉経期婦人及び各

種婦人 科疾患で ，併せ て 2 〜3疾患 に各種ホ ル モ ン を使

用 した 時 の 工7−OI工 の 変動 も観察 した の で以 下そ の 成績

を報告す る．  基礎体温 上 明ら か に 2 柑性 を 示 し．月 経

周期 の 正 常 な 健康婦入 （対照） 9 例 の卵胞期 の total及

び freeは 3。01〜7。01皿g／day （平均5．41mg！day ）．工61〜

83171day （平均 432γ！day ） で ， 黄 体 期 の そ れ 1・ま，3．32．

〜7。24  1day（平均 5。31mgtday），
370・V5107！day （平均

443γ／day）で兩期間 に 殆ん ど差異 を み と め 得な か っ

た ．  閉経期婦入 5 例 は teta12 。30〜5。21田91day （平

均 3。53mg！day ），
free　226〜 3367／day （平均 297γ1day＞

で成熟婦人 に 比 し低値 を示 して い た．  2 相性周期を示

し， 譲檢査上不妊原因を見出しえ な か つ た 不鉦婦人 6 例
．

中 現 在迄測 疋 した 4 例 平 均 の total及 び free は 卵胞期、

5。951ng！day，356γ！day ，　｛非夢「「期7．00mg！day ，　561つ1！day ，

黄体期6。43  1day， 630γ！day で概 して 排卵期 に 高値 を

示 して い た が 例数 が 少 い の で 今 後の 瞼討を 要す る．  更

年期婦人 （卵胞期）及び去勢後 1年を経過 し更年期障碍

様 症状 を 訴 え た 婦 人 計 4 例 の total 及 び free は夫肉

3．22〜7．28n慝！day （平均 5。84mg／day ），　326〜　71eγ1day−

（平均 508γ！day ）で 対照及 び 閉経期婦人 に 比 し 高値 を

示 し副腎皮質機能亢進 を 思 わ しめ た ．  脂 胖婦人 （黄体．

期）　5 恆旺の 　　tota1　及 Vこ　free　lfま夫！セ逢。82〜7。32mg／day−

（平均6。7如 91day ），376〜 729γ！day （平均 566γノday ＞

と正常婦人 の 上 界 に 近 い 値 を示 す も の が 多 か っ た．  月

経痛患者 （黄体期） 丁例 は total 　1。84〜7．87  1day（平
均4。52mg！day ），　free　194〜 45Sγ1day（平均 351γ／day＞

を 示 し，モ の 分 散 は 廣 く精 紳 的 動揺 の 多い の を 推 知 せ し

め ， 叉 ， 平均値 も対照 に 比 し稍 it　＆値 を 認め た ．  顕癌

患者 8例中第 1度 の 3例 は total及 び free は夫々 5．2T
〜7購04  〆day （平均 6．15  ！day）　及 こ戸 275〜 648γ／day
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盟 6− 26 第 3 群 　 ホ ル モ ソ に 関 す る 問題（1） 日 産婦誌 工0卷 2 号 臨 時 増刊

　（平均 蔓23γ1day），第 郡度な い し W 度 の 5例ぽ，夫々

3。20〜4．63皿g！day 　（平均 4。14  ！day）　 213〜 589γ！day

（平均 4工8γ／day）で ∬度に高値を認め ， 爵叮腎機能亢進

し副腎 は Selye の い わ ゆ る 抵払〔期に ，　 lirな い し脚 度の

患者 の そ れ は 疲憊期 に 夫・煽亥当す る もの Y 如 く思 われ

た，全例につ い て みて も平均 4。89  1day， 420γ1dayで
、閉経期婦入 に比 し高値 を示 した ．  絨毛上 皮腫 の 患者 2

例 は totalは 平均値3。69皿g／day ，
　free は 477γ1dayで

対照 に 比 し 低値の 傾向が あ り， 術後 8 週間で ， Fried−

．rlan 反應の 陰性後 は夫 k5 。32  ！day ， 463γ1day を 示

し totalに 増加を認 めた。  前記月経痛 の 患者 丁例中 5
・
例に 合成 A1ユdrogen た る　Fluoxymesterone 　 12〜18

1  1dayを 投與 し， 症状 は 全例 に於 い て 消失 し， 投與後

の total及び free は特 に 著変を認 め な か っ た．  前記

更年期障碍及び 脂胖婦入中腟内容塗抹標本像 ・頸管粘液

所見 な ど で Estroge11減少を 推知 させ たもの 4 例 に EC

P5   注射 し10円後 の 症状の 軽快 した 日の totalは 2 例

増加傾向，2 例減少傾向，free は 3例 に 減少傾向を認

め， 夊同様 ，　1 例に TCP 　lOOfigit’
射 し ，

10日後に は

如 ta1 に増加を認め ， 性腺 ， 副腎皮質問の 複糶な関係を

察知 せ しめ た ．以一Eは 何れ屯例数を重ね て檢討を要す る

必 要 が あ る が ， 概 して 病態の 軽重，内因性 ス 1・レ ス の 有

無を よ く反慝 して 尿中 17−OH 値が現われて い る如 く思

われ る．

　　　　　　　　　　誌上 発表

　 （1） 卵胞＊ ル モ ンの 斬定量法 （3 塩化ア ンチ モ

ン 呈色反 応）

　　　　　　　　　　　　　 （名 大） 光岡　康雄

　 研 究の 目的 ：卵胞 ホ ル モ ン の 3 堀 化 ア ン チ モ ン メ タ ノ

・一ル 溶液 （1 ： 1 重量容量 比，以下 TAM 液と稱する）

に よる呈色反應を試驗管内で行 い ， 加えられ る諸條件に

よ る色調 の 変化を調ぺ ，本呈 色反應 を一
定 の 條件下 に 規

制 し．併せ て 色調を安定 させ る條件を撰擇附加 し， こ れ

を卵胞ホ ル モ ン 量と一定の 相関々 係下 に 置か せ ， 卵胞 ホ

ル モ ン の 試驗管内 定量 に 使用す る ．

・実驗 の 概要 ：　   基礎実驗 （本呈色反應に 就い て ）標

準 結晶 X ス トP ン
，

エ ス トラヂ オ ール
，

エ ス ト リオ
ール

の 夫・ail　t？ 用 い て 下記実驗 を 行つ た ．試驗管内に 標準結 晶

メ タ ノ
ーノレ液を採り60°C乾燥，「OA ］M【各容量を ヵ口え，火

焔 上 で沸騰せ しめ ， 発色 せ しめ 之 に TAM 　 2．Occを加 え

て光電 比色計で 其 の 透遍率を各 フ ィ ル タ
ーに つ い て 測

定 ，TAM 　1．0じc加熱で十分発色す る事を認 め，肉眼 的

に は12．5γ は淡赤色 ， 25 γ以 上 は鮮赤色を示 し， 透過率

は 何 れ も 530m μ に 最大吸牧 を認 め た ，油槽亘 温 器 を 用

い ，TAM 　1．Occ添 加 の 発色 ま での 加温時間と温度との

関係を求めるに 120℃ 10分，以後温度上 昇に 伴 い 加熱時

間 は 短縮 ， 其 の 吸光度を求 め る に ，
120℃ 10分 よ り 130

℃ 9 分 の 方 が 大 き か つ た ． 其 の 外温度 と 夫 々 の 吸光度

との 相関は な か つ た ． 130℃ 加温時間別吸光度 は20分間

加温 に 最大 を 認め た が経過時間に よる 透遇率の 変動が

ユ30℃ 15分 の 方 が 小 さ か つ た ．加温直後氷水中冷却10分

後 TAM 　2．Ocoを加 え て 比色した 群が 其 の 後 の 時間経過

に よ る変動が極めて 少 い 事を発見 し，実驗の 結果確認 し

た ．更 に ， 冷却後 TAM 　2．Occの 替 りに ，
　 TAM 　1．Occ

十 濃塩酸 1．Occ加え る事に よ り色調は30分間は安定であ

る事を認 め ， 更 に光学的影響も全 くな い 事を知つ た ．從

つ て，．被檢体÷ LOccTAM → 130CCエ5分，冷却10分，

TAM 　1．Occ十 HCI 　1，0cc→ 比色 の 操作に よ り各標準結

晶 の 量 との 絹関を求 め た結果 530m μ に最大吸光 を 示

し ， 同量 の各種標準結晶に等 レい 透過率 を示 し，且 つ
，

片対数 グ ヲ フ 上 に原点を通 る直線と して 示 され た ，

　   　比較実驗 　之を Kober 反應 の 標準曲線と比較す

れば 4τOrnu，530・TT・” の 兩 ン ィ ル タ
ーに示す 吸光度曲線

は 本法 の 方 が 原点縱軸 に，よ り鋭角を示 し， 520m μ の

Kober 曲線よ りも亦同 じく鋭角 であ つ た．濾紙ク ロ マ

トグ ヲ 7 イ
ー

では檢知出来な か つ た微量 （10 γ以 下）で

も本 呈 色 反應 は 正 確 に其 の 量 を示 した．檢知適当領域 ｝ま

Kober 反應 10〜40 γ に 対 し本反應 は 0〜20γ であ つ

た．大量測定では相当量 の 稀釋操作 に よ る誤差 が考え ら

れ る ．

　   臨床実驗 10容景％塩酸 BO℃ 30分 加 水分解 Ste−

venson −Marrian ．法 に ょる抽出及び洗滌，　 MacLachen

法 に よ る Keton 体分離を行 い ，健康人尿 ， 妊婦 ， 子宮

癌，悪性絨毛上 皮腫等夫 々 に 就 い て 定量を行い 概ね文献

に合致す る結果 を得 た．就 rl　．T
， 標準結晶負荷 に よ る損 失

率試驗を 行 い ， 25．5％の 補正 率を得た ．

　結論 ： 本呈 色反應は Kober 反應よ り鋭敏且 つ 安定で

あり卵胞ホ ル モ ン の新定量法で あ る．

　（2）　尿中 Pregnamediol の 一定量法

　　　　　　　　　　　　　　 （東 大） 木 下 佐

　free 　pregnanedio1 の 定 量 ｝ま1941年Astwood ＆ JDnes
を 嚆矢 と して 幾多の 方法が行われ て い る が ， 尚滿足す べ

き もの が見当 らな い ．私も Preg ．の 分離に液体 ク ロ マ ト

グ ラ フ ィ
ーを用い る一方法 を試み ， 尚不滿足な点 が 多 々

あ る が ， そ の 限界 を 心得れ ば 臨床應 用 も可 能 な る 事 を認
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